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竜田公園 再整備に関する基本計画

（概 要 版）



植栽・景観
〇不十分 植栽環境   竜田川     育成悪化 〇三室山のソメイヨシノの樹勢の衰え

〇植栽樹木 成長 常緑樹等 繁茂   展望景観 阻害

安全性・バリアフリー
〇園路舗装 手   視覚障害者誘導用    等       整備 不十分

〇河川  転落防止    生垣の部分的な欠損

植栽景観の育成、

展望 見通  確保

〇モミジの性質に配慮した環境改善 〇       老木 更新

〇植栽樹木 過成長 下草 繁茂等の景観阻害要因の改善及び視点場の整備

安全安心の公園づくり
〇安全 通行   幅員 確保         対応

〇安全 考慮  河川  転落防止及 川面  見通  確保

公園施設 利用状況
〇モミジとサクラ以外 時期 利用者 少ない

〇高齢者 利用 多  子供世代 利用者 少ない
〇混雑、動線の確保などイベント時への対応が不十分

一年を通  魅力    

幅広い世代 利用できる活気のある
公園づくり

〇モミジとサクラの時期以外  一年 通  利用者 誘引  魅力   

〇高齢者 安心  利用   空間 創出、景観づくり

〇子供の遠足や課外活動の場としての利用促進

〇イベント等、大多数の来訪者に対応した空間整備

観光情報、ネットワーク、

アクセス
〇法隆寺 藤 木古墳等 知名度 高 観光地  連携 既設定観光     連携 不十分

〇駐車場 容量不足

周辺観光資源との連携等、

アクセス機能の改善

〇周辺観光資源との連携 〇公共交通機関  利用促進

〇駅や周辺 公共施設 駐車場  連携及びアクセス強化

維持管理 〇施設 維持管理 植栽管理 状況     公園 管理体制 充実
〇行政、地元住民、各種団体のパートナーシップ等の仕組みづくり

〇コミュニティ花壇の創設や、住民参加 育成     等    施策 連動  仕組    

現状の問題点

施設機能 老朽化
〇ベンチ等 休憩施設不足 老朽化

〇公園の情報を提供するサイン等のサービスが不十分
サービス機能の向上

〇公園利用者 のおもてなしとしての休憩施設の充実及 老朽化施設 改修

〇来訪者の移動を支援するサイン等の情報提供の機能の充実

■ 竜田公園の現況 現況と問題点・課題

●公園概要

位 置：生駒郡斑鳩町稲葉車瀬 他

面 積：14ｈa（総延長：約2.0ｋｍ）

立 地：斑鳩町 西部 位置  竜田川 河川敷 活用  

緑地。（都市公園の分類：都市緑地）

●歴史

＜平安時代＞

• 古今和歌集 百人一首 歌      竜田川     広 知 渡  

千早ぶる 神代も聞かず たつた川 唐紅に 水くくるとは

在原業平 『古今集』

＜江戸時代＞

• 竜田城 築城    河川 移設改修          減少    廃

城後     再 植栽 景観復元 取 組  

＜明治 大正＞

• 竜田川保勝会    楓 大幅 増殖 風致保全 行  古来     
名所として知られるようになる。

＜昭和＞

• 紀元2600年 記念事業  行   年間１０万人 観光客 来園 

れる。昭和16年 県立公園（竜田川楓園）   管理    

• 河川改修による洪水対策事業が実施される。

• 都市公園（竜田公園）   供用    

＜現在＞

• 秋  紅葉祭         開催   観光       広域  多 

の人が訪れる。

南西方向  見 竜田公園

三室山のサクラ

竜田川 堂山    

竜田公園の現況

堂山

法隆寺

管理事務所+駐車場

三室山

背景地図）国土地理院撮影 空中写真（2008年撮影）
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整備への課題
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●竜田川沿  堂山地区     景観再生

●三室山を中心とするサクラの景観再生
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竜田のモミジ・サクラの景観再生と

公園の安全性・快適性の確保

■ 竜田公園の整備内容 公園整備のコンセプト及び具体的な整備内容
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●三室山  竜田川沿  桜並木 見  
景観のイメージイラスト

歴史 香             中心   景観    行    

一年 通  利用者 誘引  魅力    行    

川沿  特徴 活   回遊空間 整備 行    

幅広 世代 利用   魅力  公園整備 行    

安心  安全 利用出来 公園整備 行    

休憩施設や観光情報・サインなどのサービス機能を充実させます。

地域 守 育  維持管理 仕組     構築    

三室山地区

堂山地区

整備方針- 

三室山     景観   奈良県景観遺産」に指定されています。 このふるさとの風景を後世に継承するため、サクラの生育環境の改善を図り、

竜田川沿  含めサクラエリアとして、現状約350本から約700本（約10ｍ2毎に1本）へサクラを増植・更新           景観     

   三室山 下草 中木   生 茂      景観 失       竹林 雑木 伐採整理 行       三室山     景観再生 

図ります。

竜田川両岸岩瀬橋 念仏橋付近   約1.2ｋｍの区間及び堂山地区

は、モミジの回廊 創出     園路両側    補植 図ります。

現在、公園内の約620本のモミジを約1,300本（約10ｍ2毎に1本）に補

植・更新し、最盛期のモミジでいっぱいの景観 復元      竜田 賑  

を取り戻します。

併   竜田川沿  園路  見 景観阻害 原因      樹木 生垣

 撤去 間伐 行  転落防止機能 見通 確保可能 景観柵 変更  

など、安心安全で、かつ、開放的な親水景観を創出します。

●植栽景観改善   竜田川沿 園路     

水面 見  開放的景観

視界を遮る樹木
の間引き・撤去、
景観柵の設置

竜田川沿      景観再生     断面図（岩瀬橋  上流）

左
岸

右
岸

土壌改良土壌改良

広葉樹(ケヤキなど)の植栽による
日照調整によるモミジの環境改善

広葉樹(ケヤキなど)の植栽による
日照調整によるモミジの環境改善

（サクラ エリア）

（モミジ エリア）

斑鳩西小学校
：サクラ

：モミジ
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整備方針- 

堂山（龍田城跡地）

三室山
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●花の景を楽しむ「スポット花壇」・広場スペースの整備

●公園の安全性・快適性の向上

●モミジ、サクラの景観を楽しむ視点場の整備
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■ 竜田公園の整備内容 具体的な整備内容

公園の安全性・快適性の向上を目的に、次の取り組み 行   。

＜ハード事業① 安全対策＞

三室山 園路整備 併  急傾斜地（      指定地） 崩落防止 安全確保を図ります。

安全 園路のバリアフリー整備(段差の解消、手すりの設置、舗装の改修等) 行    

       等 老朽化施設の更新 行    

＜ハード事業② 快適性向上＞

一周約3.5ｋｍ 公園園路 活用  園路改修・健康器具の設置・ルート表示等 行  快適 散策    再整備 行    

主要な公園入口部のゲートサイン等や歴史啓発サイン等を設置します。

斑鳩町の歴史街道散策ネットワークへと周遊を促すサイン等を充実させ、周辺の歴史観光資源との連携を図ります。

ベンチ等の休憩施設を充実させます。

視点場
候補地

①～⑪

竜田のモミジとサクラの景観 “見  体感”   視点場 整備 実施します。

視点場は、サクラやモミジの景観や水面に移る四季の情景など、印象的な「景」と

なるポイント11か所を設定します。

   視点場    園路整備 写真撮影スポットとなる眺望デッキ、案内サイン

の設置など、「景」をめぐる楽しさを演出します。

●広場スペースの現況写真

一年 通  季節 植物 楽   地域         創出             「スポット花壇」を整備します。

イベント   活用   広場     整備 行   。広場スペースは、イベント時には屋台等の出店やミニステージなど

 利用         。

散策ルートの整備

広場スペース
スポット花壇の整備

三室山地区

堂山地区

②

①

④

⑤
⑥

⑧ ⑨

⑩

⑪

⑦

竜田川親水広場

斑鳩西小学校

整備方針-   

整備方針-    

整備方針-   

＜ソフト事業＞

観光時期    駐車場不足  対応    公共交通   来訪 呼    周辺駐車場  連携 行  

地元      団体 周辺教育機関  連携（教材園    利用 水辺 学校  ） 図    

急傾斜対策

③

●スポット花壇と広場スペースの配置イメージ
園路整備

眺望デッキ整備

●展望デッキ設置箇所の現況写真

設置予定箇所

トイレ(既設)
休憩所(既設)

縁台(ミニステージ)

スポット花壇

屋台出店スペース
モミジと広場(舗装)

竜田川

展望デッキ 計画イメージ
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モミジ ケヤキ（日照調整用） 既存の常緑樹 屋台出店スペース（3.6×2.7ｍ）


